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　ボランティア・障がい児者・地域の交流を目的として開催してきた「なかくボランティアまつり」も今年で
１７回目になりました。まつりでは、ステージ発表や作業所の自主製品の販売、喫茶、バザー、福祉体験
コーナーなど、楽しい催しが盛りだくさんです。
　ご家族やお友達とお誘い合わせの上、是非遊びにきてください♪多くの方のご来場をお待ちしております。

なかくボランティアまつりなかくボランティアまつり第１７回

●と　き　平成２５年１０月２６日（土） １０：００～１４：３０
●ところ　中区地域福祉センター（中区大手町4－1－1 大手町平和ビル）

歌や踊りなど、多彩なステージ発表に会場も大賑わい！ 様々な福祉体験ができます♪気軽にご参加ください！

作業所の製品販売や、バザーも開催します！掘り出し物はあるかな？ 福祉体験コーナーの一幕。要約筆記に挑戦中♪

○ステージ発表 ………………

○福祉体験コーナー …………
○軽食・喫茶コーナー ………
○あそびコーナー（共同募金コーナー）
○健康づくりコーナー ………
○バザーコーナー …………… 日用雑貨などの販売、掘り出し物があるかも 
○作業所展示販売コーナー …
○作業体験交流コーナー …… 作業所で行われている作業体験に参加してみよう

竹屋獅子舞、基町ソーラン、ボランティアグループの発表、
作業所の発表、抽選会など
手話・点字・音訳・要約筆記・車いすなど
弁当・サンドイッチ・コーヒー・ジュース・作業所のお菓子など
ゲームをして景品を当てよう
血圧・体脂肪測定など

さをり製品、フェルト製品、小物など

バザー物品の提供をお願いします

●提供をお願いするもの
日用雑貨、石鹸、タオル、カバンなど
（未使用のものをお願いします。古着はご遠慮願います。）
※お問い合わせは、平日８：３０～１７：１５までにお願
　いします。

コーナーの紹介

バザーの収益は、ボランティア活動の推進のため、
大切に使わせていただきます。



住みよいまちづくりをめざして
　中区内にある１４の地区（学区）社会福祉協議会では、安全・安心な
住みよいまちづくりをめざした活動計画として「福祉のまちづくりプラン」
の策定と、プランに沿った取り組みをすすめています。
　その中でも、現在、白島地区、袋町地区、竹屋地区、神崎学区の４つ
の地区（学区）社協福祉協議会が「福祉のまちづくりプラン」の策定に
取り組んでおり、地区内での防犯・防災のことや子どもの育ちについてな
ど、地区の将来像をイメージされながら、話し合いを重ねられています。
　各地区とも今後は、「福祉のまちづくりプラン」の完成とプランに沿っ
た「安全・安心な住みよいまちづくり」の実現に向けて、より一層の活
動の充実が期待されます。

　中島地区社会福祉協議会は、中島集会所１階で週１回（月曜日）行っ
てきた困りごと相談や車いすの貸出を今年度より、週６回（月～土曜日の
９～１２時）へと拡大し実施されています。
　拠点は地区社協の事務所として、また、まちづくりの拠点として地域
のみなさんの交流や情報交換の場として開設されていますので、是非
お立ち寄りください。

　中島地区社会福祉協議会では、３歳までの子どもとお父さん・お母さ
んを対象とした子育てサロンを毎月第１月曜日（１０時～１２時）に中島
集会所２階で開催しています。毎回１０～１５組の親子が参加されてい
ます。「子どもたちの成長していく姿を見るのが楽しみなんよ」と世話役
の方は笑顔で話されていました。
　温かい眼差しで親子を見守る、地域の方々の笑顔がとても印象的でした。

拠点の開設日が増えました

案 内 成年後見制度講演会
●日　 時：平成２５年１１月１５日（金）　１３：３０～１５：４０
●場　所：中区地域福祉センター　５階　大会議室（中区大手町4-1-1　大手町平和ビル）
●内　容：成年後見制度の概要、活用事例他
●対　象：どなたでも参加できます　　●定　員：１００名（先着順）　　●参加費：無料

広島市社会福祉協議会福祉サービス利用援助センター／ＴＥＬ ２４３－００５１申込先

中島地区

中島集会所　 羽衣町１６－３４／ＴＥＬ：２４５－９３５４

「中島子育てサロン」お父さん、お母さんの
子育て応援広場
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○どのような活動をされていますか？
　ボランティアとして、高齢者施設の利用者の方と、麻雀
や囲碁を楽しむ活動をしています。また、ボランティア同
士の情報交換や交流の場である「ボランティアサロン和
会（わかい）」にも参加しています。中区ボランティアセンタ
ーに登録しての活動は、２年目になります。
　他にも個人的な活動として、地域の小学校などで人形
劇を披露したり、紙芝居の読み聞かせなどもしています。

○活動をしていて嬉しかったことは？
　麻雀ボランティアの活動では、幼少のころの思い出話
などを通じて利用者の方が「懐かしい、すごく楽しかっ
た」と言ってくださることや、利用者とその家族との間の
コミュニケーションが円滑になっていくのを肌で感じるこ
とができたのは嬉しかったです。

○今の活動をはじめられたきっかけは？
　もともと地域の少年少女のソフトボールクラブの監
督や審判等の活動に参加しており、地域の集いや子
どもたちがのびのび遊び、コミュニケーションを取れる
ような活動に興味がありました。２年ほど前に、地域活
動のなかでもっと聞き上手になろうと思い、中区社会
福祉協議会の開催する「つどいの場づくり講座」に参
加し、傾聴ボランティアについて受講しました。その時
の内容をふまえながら、日々活動しています。

○活動の中で心掛けていることは
　ありますか？
　麻雀ボランティアの活動では、「笑ってもらいたい」とい
うことを念頭においてお話をしています。利用者の方が
どのような話をされたいのかを探りながら、思い出話や趣
味の話を伺っています。苦心するポイントでもありますが、
楽しそうにお話をされる姿を見ると励みになります。

○活動を続けるコツは？
　活動を楽しむことだと思います。活動が負担となると
続けるのが難しくなるので、利用者の方と一緒に麻雀や
囲碁、紙芝居の読み聞かせを楽しみながらやっていま
す。活動の内容が、自分が本来好きなことであるのも続
けていくコツだと思います。

○今後の目標や抱負をお願いします！
　ボランティア活動を通じた楽しい出会いを大切にしな
がら、「今日も一日生きていて良かった！」と思えるような、
〝腕白老人（わんぱくろうじん）〟になろうと思います。

中川さん、ありがとうございました。

中川 幸一さん(72)

インタビュー

第2回

あなたのまちのあなたのまちの

元気さん紹介元気さん紹介
　また、紙芝居ボランティアの活動では、子ども達が夢中
になって話を聞いてくれたり、「私も中川さんみたいに読
んでみたい！」というラブレターをもらったりしたことが嬉し
かったです。

　共同募金運動は昭和22年に「国民たすけあい運動」として始まりました。
　募金運動の期間は10月1日から12月31日までの3ヶ月間です。
　お寄せいただいた募金は、子どもや障がいのある方、高齢者等の交流活動など、
お住まいの地域福祉活動に活かされます。

高齢者いきいきサロン 障がいをもつ子どもたちの交流会 子育てサロン

赤い羽根共同募金が始まります
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ボランティアセンター通信

TEL ０８２－２４９－３１１４　FAX ０８２－２４２－１９５６
〒７３０－００５１　広島市中区大手町４－１－１　大手町平和ビル5階　
社会福祉法人　広島市中区社会福祉協議会／中区ボランティアセンター

naka@shakyohiroshima-city.or.jpＥメール ホームページ http://shakyo-hiroshima.jp/naka/

申し込み
問い合わせ

日時：平成２５年１0月６日（日）１０：００～１５：３０  
場所：吉島福祉センター（広島市中区吉島東二丁目１７－３０）

アイラブ作業所まつりアイラブ作業所まつり

吉島福祉センター

↑至平和公園

●吉島病院
●中国経済産業局
　吉島研究所

吉島病院
入口

交番

市営吉島
東住宅

←至庚午橋

吉
島
通
り

至御幸橋→

広島南特別
支援学校

文 問
い
合
わ
せ

広島ろう重複障害者 アイラブ作業所
(TEL)082-248-0336　(FAX)082-236-1144
　 アドレス rouchoufuku_ilove@bz03.plala.or.jp

　ボランティア広場は、２５歳までの青少年を対象に、年間を
通して色々な体験・触れ合いの機会を企画しています。
　お兄さん・お姉さんとして子どもと一緒に遊んだり、障がい
について学びながら新しい体験をしてみませんか♪
　ボランティア活動に関心のある方、
新しいことにチャレンジしてみようと考
えている方、大歓迎です！！同世代の仲
間と一緒に活動してみませんか？次回
の活動日など詳しくは下記までお問い
合わせください。

ボランティア広場開催中！

児童館での一場面「子どもと一緒に工作♪」

　地域のみなさんに作業所のことを知ってもらおうと毎年開催してきた「アイラブ作業所まつり」も、今年で８回目になりました。
　今年も、亀山子供神楽や作業所の仲間のステージ、お祭り屋台や野菜市、フリーマーケットにお楽しみ抽選会などな
ど、色 な々企画を考えています。ぜひとも、お越しください！！

公開講座 知的障がいってなぁに
　知的障がいのある子どもの世界やコミュニケーションのポイントに
ついて、一緒に考えてみませんか？
日　時：平成２５年１１月１６日（土）　１０：００～１２：００
場　所：中区地域福祉センター 大会議室（中区大手町４－１－１ 大手町平和ビル５階）
内　容：知的障がい疑似体験「あび王国へようこそ」、家族のお話など
定　員：６０名（定員になり次第締め切り）
参加費：無料
申込方法：電話またはFAX、Eメールにてお申込みください
*FAXまたはEメールでお申し込みの際には、「知的障がい公開講座申込」
と記入の上、名前・住所・連絡先をお願いします

～あび隊による疑似体験と
　家族のお話から考える～

あび隊講座の一場面

・知的障がいのことが、劇なども交えよくわかりました。
・知的障がいの伝えることの出来ない大変さを初めて感じた。

前回の【受講生の感想】

アイラブ作業所とは…
アイラブ作業所では、ろう重複障がい者とろう
高齢者が毎日元気に仕事をしている作業所です。
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